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平成１６年３月期  第３四半期業績の概況（非連結）  平成１６年 ２月 ２日 

上場会社名 株式会社シモジマ （コード番号：７４８２  東証第２部） 

（ＵＲＬ http://www.shimojima.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 （ＴＥＬ：（０３）―３８６２―８６２６） 

                       下 島 淳 延 
       責任者役職・氏名 取締役経理部長 
                谷 中 浩 三 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法の最近会計年度における認

識の方法との相違の有無 
： 無 

 
２．平成１６年３月期第３四半期の業績概況（平成１５年４月１日 ～ 平成１５年１２月３１日） 
(1) 経営成績の進捗状況                             （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
当期(四半期)       
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１６年３月期第３四半期 29,614    2.4 3,133    6.9 3,260    9.1 1,769   9.2    

１５年３月期第３四半期 28,912    3.8 2,931    4.7 2,987    2.8 1,619    3.2 

(参考)１５年３月期 37,666    3.6 3,867    7.9 3,915    5.9 2,152   11.0 

 

 １株当たり当期純利益 潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり当期純利益 

 円    銭 円    銭 

１６年３月期第３四半期 89.92 ― 

１５年３月期第３四半期 82.32 ― 

(参考)１５年３月期 106.49 ― 

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期（平成 15 年４月１日～平成 15 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、回復の兆しが見え始

めたものの、個人消費の本格的な回復にはいたらずに推移いたしました。 

 このような経済状況のもとで、当社はお客様の要望に応えるため、販売体制や物流体制の強化に努めてま

いりました。営業販売部門におきましては、花材ルートの販売チャネル開拓が順調に推移いたしました。ま

た、フランチャイズチェーン政策（「パッケージプラザ」）におきましては、当第３四半期に新規出店を４店

舗、店舗リニューアルを９店舗おこないました。この結果、営業販売部門の当第３四半期の売上高は 184 億

46 百万円（前年同期比 1.2％増）となりました。直営店販売部門におきましては、浅草橋５号館、名古屋店

および大阪・心斎橋店などの大型店舗が取扱商品の拡大や名刺、封筒の軽印刷等ビジネスサービスの充実に

より、売上高を増加させました。また平成 15 年 10 月に東京都台東区に浅草橋６号館を開店いたしました。

この結果、直営店販売部門における当第３四半期の売上高は111 億 68 百万円（前年同期比4.5％増）となり

ました。これらの結果、全社の当第３四半期における売上高は296 億 14 百万円（前年同期比2.4％増）とな

りました。 

 利益面では、上期における為替差益に加え原材料の調達価格が比較的安定して推移したことや、化成品の

海外調達比率を上げるなどの仕入努力により売上原価率が減少（前年同期比 0.3 ポイント減）いたしました。

販売費および一般管理費につきましては、ほぼ予想通りで推移いたしました。この結果、営業利益は31 億 33

百万円（前年同月比 6.9％増）、経常利益は32 億 60 百万円（前年同期比9.1％増）となりました。 
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(2) 財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１６年３月期第３四半期 27,449 22,157 80.1 1,126.69 

１５年３月期第３四半期 25,473 20,586 80.8 1,039.59 

(参考)１５年３月期 25,370 20,702 81.6 1,047.83 

 

【キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

１６年３月期第３四半期 862 △2,382 △569 3,265 

(参考)１５年３月期 2,552 △249 △619 5,369 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以  上 
 
【参 考】 
３．平成１６年３月期の業績予想（平成１５年４月１日 ～ 平成１６年３月３１日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通       期 38,792 3,952 2,168 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 107 円 25 銭 
 
 
 
 
 

 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期の財政状態は次の通りであります。（金額の比較は何れも平成 15 年３月期末との比較であり

ます。） 

 総資産は、20 億 78 百万円増加し 274 億 49 百万円となりました。主な変動要因は、流動資産では繁忙期の売

上増加によりの売掛金が12 億 70 百万円、受取手形が 3 億 21 百万円増加いたしました。固定資産では、心斎

橋ビル、浅草橋６号館ビルの取得をはじめ機械装置の取得等により22 億 85 百万円増加いたしました。一方、

現金預金はその取得等により21 億４百万円減少いたしております。 

 負債では、流動負債の買掛金が６億21 百万円増加いたしました。このほか心斎橋ビルテナントからの預り

敷金・保証金２億26 百万円を固定負債に計上いたしております。 

 

 当期中における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。 

[営業活動によるキャッシュ・フロー] 

 営業活動による資金は、８億62 百万円増加いたしました。これは営業収入の増加によるものであります。

[投資活動によるキャッシュ・フロー] 

 投資活動による資金は、23 億 82 百万円減少いたしました。これは心斎橋他のビル取得と機械装置の導入に

よる資金流出 27 億 16 百万円と、敷金保証金の戻り１億 78 百万円とテナントからの敷金保証金２億 26 百万

円増加等によるものであります。 

[財務活動によるキャッシュ・フロー] 

 自己株式の取得費 51 百万円と、期末配当、中間配当支払5 億 17 百万円による資金の流出であります。 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 平成 16 年３月期の業績予想につきましては、平成 15 年５月 19 日発表の通期の業績予想を修正しており

ません。 
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［添付資料］ 

１．(1)要約貸借対照表 

    （単位：百万円、％） 
当四半期 

（平成 16 年 3 月
期第３四半期末） 

前年同四半期 
（平成 15 年 3 月
期第３四半期末） 

増   減 
参  考 

(平成15年3月期) 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）      

流動資産 12,814 13,160 △345 △2.6 13,020 

固定資産 14,635 12,313 2,322 18.8 12,349 

 有形固定資産 10,843 8,430 2,413 28.6 8,399 

 無形固定資産 57 51 6 11.9 45 

 投資その他の資産 3,734 3,831 △97 △2.5 3,904 

資産合計 27,449 25,473 1,977 7.7 25,370 

（負債の部）      

流動負債 4,645 4,544 100 2.2 4,294 

固定負債 646 342 303 88.7 374 

負債合計 5,291 4,887 404 8.3 4,668 

（資本の部）      

資本金 1,405 1,405 ― ― 1,405 

資本剰余金 1,273 1,273 ― ― 1,273 

利益剰余金 23,360 21,596 1,764 8.2 21,880 

土地再評価差額金 △3,293 △3,217 △75 2.3 △3,293 
その他有価証券
差額金 

38 15 23 147.8 10 

自己株式 △626 △485 △140 29.0 △574 

資本合計 22,157 20,586 1,571 7.6 20,702 

負債・資本合計 27,449 25,473 1,975 7.8 25,370 

 

１．(2)要約損益計算書 

    （単位：百万円、％） 
当四半期 

（平成 16 年 3 月
期第３四半期） 

前年同四半期 
（平成 15 年 3 月
期第３四半期） 

増   減 
参  考 

(平成15年3月期) 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ売上高 29,614 28,912 702 2.4 37,666 

Ⅱ売上原価 19,617 19,250 366 1.9 25,011 
Ⅲ販売費及び一

般管理費 
6,862 6,729 133 2.0 8,787 

 営業利益 3,133 2,931 202 6.9 3,867 

Ⅳ営業外収益 209 120 88 73.7 151 

Ⅴ営業外費用 82 64 18 28.0 103 

 経常利益 3,260 2,987 272 9.1 3,915 

Ⅵ特別利益 8 10 △1 △18.7 11 

Ⅶ特別損失 10 4 5 119.2 3,847 
 税引前四半期
（当期）純利益 

3,258 2,993 265 8.9 3,923 

 税金費用 1,489 1,373 115 8.4 1,770 
四半期（当期）
純利益 

1,769 1,619 149 9.2 2,152 
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１．(3)要約キャッシュ・フロー計算書 

  （単位：百万円） 

当四半期 

（平成16 年3月期第３四半期） 

参 考 

（平成 15 年 3 月期） 科  目 

金  額 金  額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 862 2,552 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,382 △249 

財務活動によるキャッシュ・フロー △569 △619 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14 △3 

現金及び現金同等物の増加額 △2,104 1,680 

現金及び現金同等物の期首残高 5,369 3,689 

現金及び現金同等物の期末残高 3,265 5,369 

 

 

 


